	２４年度 第７回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年１０月１０日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、長谷川、
引地、沼田、安彦、大山
佐々木正臣教育委員
欠席者　　村井、大友
４)開会の辞　　前谷津副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　立花、長谷川
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
９月２８日（金）　日本診療放射線技師学術大会

　　～３０日（日）日本診療放射線技師学術大会
１０月１０日（水）　第７回常務理事会
１０月１３日（土）　会館清掃（OB部）

１０月２０日（土）　日本診療放射線技師会女性サミット

１０月２０日（土）　大崎市健康まつり

　　～２１日（日）

１０月２４日（水）　第４回理事会
１０月２７日（土）　ピンクリボンスマイルウオーク
１０月２９日（月）　放医研研修会
　　～３１日（日）

１１月　２日（金）　東北地域会長会議
１１月　３日（土）　第２回東北放射線医療技術学術大会
　　～　４日（日）

１１月１３日（火）　医療画像展　電力ビルアクアホール
　　～１７日（土）
１１月１４日（水）　第８回常務理事会
１１月１８日（日）　静脈注射抜針講習会　
１２月　１日（土）　第２１回総合学術大会
１２月１６日（日）　医療画像展　多賀城市高橋地区
②全国会長会議報告
　平成２４年９月２９日（土）、名古屋国際会議場

1． 会員動向について

前年度より２００人ほど会員が減っている。会員入会促進に努めてもらいたい。

2． データベースの進捗状況

平成２５年度までに次期システム導入を検討している。次期システム導入にあたり、会員情報をシンプルにしながら、都道府県放射線技師会会費の納入管理の統一化を検討する。
3． 学術企画関係の開催について
講習会は２０人以下参加の場合、中止とする。

4． 会員カードの発行について
　新しい会員カードを作成し、来年度から使用できるようにする。
５．看護師の特定医行為について
　中医協からの看護師特定医行為のアンケートについて回答した。
③議　題

協議事項　　　　　　　　　　　　　
１．日本診療放射線技師会からの永年勤続表彰および功労賞表彰の推薦について

　日本診療放射線技師会から永年勤続（３０年・５０年）の表彰依頼が来ている。推薦条件は日本診療放射線技師会では平成２３年度まで会費を完納している方、宮城県放射線技師会は会館拠出金を納めている方を推薦することとなっている。功労賞は日本診療放射線技師会の理事等を長年務めた会員を推薦する。
　提出期限は１１月３０日必着。第４回理事会で承認を取りたい。それまでに事務局に候補者の名簿作成をお願いしたい。

　-　早急に事務局で候補者をリストアップして、表彰委員会に提出することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
２．日本診療放射線技師会生涯教育カウント申請について
　日本診療放射線技師会生涯学習カウントの申請は、

今年度から県技師会主催で行っている研修会等だけで
なく、メーカー主催の研究会、各支部で行う研修会・活動
なども申請対象になった。しかし、今年度はまだ一件も
申請がされていない。
　本技師会として、それらの研修会等について、あらかじ
め、本会が申請してはどうかと提案する。

　申請方法は、開催する一ヶ月前に生涯学習ポイント申請書（１）とプログラムを提出して、会の開催前日に参加証を提出する。その後、会終了後に出席者名簿のコピーを総務部に送ってもらい、一週間以内に名簿内から会員の申請を行なう運びとなる。

· 生涯学習カウントの申請に貢献できると思うので良いシステムだと考える。ただ煩雑になる事が問題となるのではないか。
· 現在、名前を入れると登録できるシステムが構築されている。
· 今年度は準備をして、来年度から実施してみてはどうか。それには各研究会に賛同して頂く必要がある。
· 県内にどのような研究会があるかリストを作成し、

各研究会の世話人又は事務局に生涯学習カウントについて賛同して頂く依頼文を作成し、次回理事会に提案することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
３．放医研研修者の推薦について
宮城県医療整備課より「保健医療関係者、教育関係者等に対する放射線の健康影響等に関する研修」の研修会に参加する方の推薦依頼が来た。

研修期間は平成２４年１０月２９日から１０月３１日の３日間である。

カリキュラムの特徴は、福島第１原子力発電所の事故による環境及び食品等の現在の汚染状況を含めた放射線に関する知識の習得と心理的影響等を網羅した想定問題をグループ討議し、模擬発表する演習である。

本会としては、これまでの経緯から村井法人部長を推薦したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
４．新法人移行の進捗状況について
　９月２１日、私学文書課から二次審査の結果、医療整備課と面談をして指導を受けてきた。その後一週間かけて申請書類を整備して再申請を行った。
　１０月３日、電子申請の許可が出た。今後は１１月頃に
移行法人認定等委員会の審査が行われ予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．会費未納会員について
　第３回理事会での承認事項を踏まえて、該当者に９月
１０日に通知を発送した。但し、連絡不能の会員が２名
あった。
　承認事項は以下の通りである。

・３年以上の未納者に対して早急に通知を出すこととする。

・９月３０日をもって４年以上未納の会員は除籍処分とする。

・除籍の決定は１０月の理事会で議決する。

・但し、分割等、支払う意思を示した会員に関しては理事会に報告して理事会で判断することとする。

　発送した結果、９月２８日付で３名の会員から会費が

納入された。
　他の未納者に対しては次回理事会に報告して、会員

の除籍について承認・決議させて頂くこととする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
６．会報第７９号の発刊計画について

①　第７９号は第２１回総合学術大会を特集として掲載
し、連載１，２、施設・新機種の紹介を予定している。
　　連載１の放射線検査案内は「乳房撮影（マンモグラフ
ィ）」について紹介する。施設紹介は石巻赤十字病院か
ら承諾を頂いた。新機種紹介においては、前回紹介した
「コニカFPDポータブル撮影装置」の第２報として、東北
大学病院での使用経験を紹介することとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
2 発行までの予定
原稿締め切り：１２月２５日　　入稿　：　１月１１日　　校正：　１月２２，２３日　　印刷：　１月２５日
袋詰め：１月２９日　　発送：　１月３０日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
７．その他
①　日本診療放射線技師会講習会について

平成２５年度の開催項目を決めなくてはならない。

現在決定していることは、フレッシャーズセミナー、静脈注射（抜針）である。基礎技術講習会で希望するセミナーを次回理事会にて提案していただき、１１月２日の　東北地域会長会議で調整・検討することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　平成２４年度文化の日表彰について
　本会から推薦していたOB部の成沢　順氏が宮城県知事賞の受賞者（文化の日表彰）に決定した報告を受けた。報道機関への発表は１０月１２日である。
２．学術部

①　医療画像情報精度管理士講習会報告

　９月２３日開催、現在２３名の参加があった。

（宮城１４名、山形３名、福島３名、秋田３名）

②　第５回スキルアップカンファレンス
９月１９日（水）、１９時、仙台医療センター

　胸部領域　肺がん病期分類
　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　直人（仙台厚生病院）

　腹部領域　イレウス　　　小野　勝範　（東北大学病院）

参加者３７名（会員：２６名、非会員：１１名）

３．法人部
①　平成２４年度ピンクリボンスマイルウオークについて
　９月２９日（土）　街頭キャンペーンに２名参加

１０月２７日（土）　スマイルウオーク参加者募集中
会場係の要請がありみやぎ県南中核病院の高橋聖一氏・八木橋郁子さんが対応する。
②　MARTに寄せられたメール被ばく相談

　　小児CT検査への不安（1件）に対応した（１０/３）。
3 若林区役所にて被ばくについての講演
９月２０日(木)、若林区役所職員に対して「放射線被ばくのリスクと健康影響について　－知ることが対応の第一歩―」と題して村井法人部長が講演。
アンケートの結果では多くの方から参考になったとの意見を頂いた。
④　医療画像展の準備状況について

大崎市　10月20･21日（土･日）
　20日の頸部エコー　は宮城県放射線技師会（前谷・菅
原）が担当。原発事故被ばく相談イベント体制を整える
（担当：村井、永田、石倉，児玉）。

仙台市　11月13日（火）～１７日（土）

　第3支部、第２支部で実行委員の手配中。
　17日は宮城県臨床検査技師会も超音波装置持参で

参加決定である。

多賀城市　12月16日（日）１３時から１６時

　第２支部と法人部で実行委員を手配中である。チラシ

案を検討中。11/１７，１２/１６の骨密度測定装置の借用

を予約した。
5 愛知県秋季学術大会報告
　９月２８日、放射線管理士分科会にて「原発事故の不

安にどう向き合うか」と題して講演を行った。
　９月２９日、JART災害対策委員会企画にて「宮城県

南地区での被ばく相談活動報告」のパネル発表を行った。今年度中にJARTから「医療被ばくと福島原発事故の被ばくに関するQ＆A」が医療科学社から出版される。
４．広報部
①　メーリングリスト、メールマガジンの設置について

学術部のメーリングリストを設定した。残りのメーリングリストについてはメンバーのリストが届いてないので早めに出して欲しい。
メールマガジンは、第１支部、第３支部、第４支部は設定を終了した。第２支部の設定が終えれば県の全体を対象としたメーリングリストができることになる。
５．福利厚生部
①　平成２４年度ピンクリボンスマイルウオーク参加状況

　　参加者：１７名（会員１５名、会員の子供が２名）分の
　　申し込み手続きを終了した。まだ受付を行っている。
②　結婚御祝い金（１０月）
　　　第１支部　高田　智子（大崎市民病院）
６．財務月例会計報告（９月分）
①　６００，０００円手許現金化。
2 会報７８号印刷・送料代５７８，６０２円振り込む。
3 賛助会費１社２０，０００円振り込まれた。
合計：２８名（５６０，０００円）

④　日本診療放射線技師会より　医療画像情報精度管理士講習会の日当１８，０００円が振り込まれた。
７．事務局報告
①　会員異動
１．　新入会　　　
　小関　慎也　　古川星陵病院　　城西医療技術

専門学校H２０年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　なし　
４．　転　出　　なし
５．　転　入　　なし
６．　退　会　　　なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員数　　５４１名
②　求人募集

仙台刑務所から求人募集が来ている。
技師会が推薦すれば優先的に採用をするとのことである。

８．その他

①　　宮城医療安全研究会の報告
　第２回宮城医療安全研究会において、宮城県放射線技師会はＭＲ検査における医療事故の事例を報告した。ＭＲ検査の安全管理に対する意識を高めることが出来た。
9．閉会の辞　山田副会長
以上、２１時３０分閉会となる。
２０１２年１０月１０日

議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

常務理事    　立花　茂　　　　　㊞

常務理事  　長谷川　圭三　　　㊞

